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晶4月

ら 不用なテレビなど4品目は小売店ヘ

対
象
と
な
る
の
は
、
家
庭
や
事
業

所
で
使
わ
れ
る
玉
ア
コ
ン
（
セ
パ

レ
ー
ト
形
）
」
「
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
）
」
「
冷
蔵
庫
」
「
洗
濯
磯
」

の
４
品
目
で
す
。
た
だ
し
、
業
務
用

に
製
造
さ
れ
た
も
の
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

家
庭
な
ど
で
不
用
と
な
り
回
収
さ

れ
た
家
電
製
品
は
、
現
在
半
数
が
そ

の
ま
ま
埋
め
立
て
ら
れ
、
残
り
も
一

部
の
金
属
が
再
利
用
き
れ
る
だ
け
で
、

ほ
と
ん
ど
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
始
ま
る
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
は
、
資
源
の
再
利
用
と
難
境
の

保
護
の
た
め
に
、
「
消
喪
者
」
「
小

売
店
」
「
メ
ー
カ
ー
」
が
家
電
製
品

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
果
た
す
役
割
を
定

め
て
い
ま
す
。
（
左
図
参
照
）

▼家電製品のリサイクルのしくみ 対
蒙
と
な
る
雲
墨
品
は
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家
庭
用
電
化
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
法
律
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
、
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
循
環
型
社
会
の
実
現
に
む
け
て
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
と
小
売
店
と

メ
Ｉ
カ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
持
ち
、
家
電
製
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
者
は
４
品
目
が
不
用
に
な
っ

た
場
合
、
過
去
に
雌
入
し
た
小
売
店

や
、
買
い
換
え
を
す
る
小
売
店
に
、

引
き
取
り
を
依
頼
し
、
収
集
運
搬
料

金
と
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
差
表
参
照
）

を
支
払
い
ま
す
。

収
集
運
搬
料
金
は
、
小
売
店
に
よ

っ
て
金
額
が
異
な
る
た
め
、
小
売
店

へ
確
認
し
て
く
だ
き
い
◎

一
不
用
に
な
っ
た
と
き
は
Ｉ
Ｉ
Ｌ

▼リサイクル料金(税別）

’
1

※大手メーカーの公表額です。

引
っ
越
し
や
唯
入
先
の
廃
業
な
ど

で
、
小
売
店
に
引
き
渡
す
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
は
、
市
が
許
可
業
者

や
協
力
店
を
紹
介
し
ま
す
。
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

な
お
、
４
品
目
以
外
の
家
電
製
品

は
、
今
ま
で
ど
お
り
粗
大
・
雑
介
ゴ

ミ
や
資
源
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

垂
（
師
）
０
０
１
５

ご注意ください

4月からは、対象となる4

品目の家電製品を、ステーシ

ョンに出したり、クリーンセ

ンターに持ち込んだりするこ

とはできなくなります。

資源としてリサイクル

囹団回国
部品や材料などは再資源化。
エアコンや冷蔵庫の冷媒用フ
ロンも回収・処理します。

輸入品の場合は､輸入業者が
｢ﾒー ｶー ｣の役割を担います。

凸

市
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
炉
か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
を
毎
年
測
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
１
号
炉
（
焼
却
能
力

３
７
５
０
煙
／
時
）
、
２
号
炉
（
同

４
３
７
５
囎
〆
時
）
と
も
に
、
来
年

哩
月
か
ら
適
用
き
れ
る
規
制
値
を
ク

リ
ア
し
ま
し
た
。
（
下
表
参
照
）

|ダｨｫ初’
、戸

腰
白
煙
に
見
え
る
の
は
水
蒸
気
で
す

市制30周年記念

我孫子を愛した画家

凸
点
。
＆
ｇ
か
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
規
制
値
を
完
全
に
ク
リ
ア

ゴ
ミ
の
減
量
に
ご
協
力
を

岡田正二第2回遣作展

2月24日から市民プラザハ

▲｢手賀沼の夕焼け｣(水彩）

日
本
の
水
彩
画
の
第
一
人
者
で
、

生
前
は
市
内
栄
に
住
ん
で
い
た
、
故

岡
田
正
二
さ
ん
の
遺
作
展
を
開
催
し

ま
す
。

氏
の
意
思
を
受
け
、
昨
年
遺
族
か

ら
市
に
約
８
０
０
点
の
作
品
が
寄
贈

き
れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
氏
が
愛
し

た
我
孫
子
の
風
景
や
代
表
作
な
ど
、

約
釦
点
を
展
示
し
ま
す
。

氏
の
作
品
は
、
国
立
近
代
美
術
館

所
蔵
の
「
７
月
の
間
」
を
は
じ
め
、

２
号
炉
の
煤
煙
除
去
装
置
は
、
効

率
の
高
い
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
方
式

（
有
害
物
質
を
取
り
除
く
特
殊
フ
ィ

ル
タ
ー
）
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

冬
場
に
は
、
煙
突
か
ら
白
煙
が
多

く
出
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

こ
れ
は
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
冷
却
水

が
水
蒸
気
に
な
っ
て
放
出
き
れ
て
い

る
も
の
で
、
有
害
な
ガ
ス
で
は
な

い
た
め
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
引
き
続
き
運
転
管
理
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
が
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
え
る
た
め

に
は
、
ゴ
ミ
の
焼
却
趣
を
減
ら
す

こ
と
も
大
切
で
す
。

も
の
を
長
く
大
切
に
使
う
こ
と

や
、
ゴ
ミ
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル ▲｢手賀沼公園｣(水彩）

▼国の規制値とクリーンセンターの測定結果 の
徹
底
な
ど
、
ゴ
ミ
の
減
通
に
ご
協

力
く
だ
き
い
。

問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

垂
（
師
）
０
０
１
５

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

初
日
に
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
も
行
わ
れ
ま
す
。
岡
田
正
二
さ

ん
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
造
作
展

日
時
２
月
聖
日
（
土
）
か
ら
幻
日

（
火
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

展
示
作
品
手
賀
沼
風
景
、
古
利

根
沼
ス
ケ
ッ
チ
、
抽
象
水
彩
、
油

彩
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
な
ど

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
２
月
酔
旦
土
）
午
後
２
時

か
ら
３
時
如
分

内
容
テ
ー
マ
・
・
「
情
熱
的
な
絵

画
の
制
作
滴
動
」
講
師
…
鈴

木
喜
三
男
さ
ん
（
日
本
水
彩
画
会

と
も
の
り

会
員
）
、
日
暮
朝
納
ざ
ん
〈
我
孫

子
市
美
術
家
協
会
役
員
）

場
所
い
ず
れ
も
市
民
プ
ラ
ザ

入
場
料
無
料

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
文
化

課
査
（
露
）
１
１
５
１

（単位：ナノグラム/m3)
※ナノグラム(ng)は10億分の1グラムを表す単位 、

－－－－ノ

’

安心と ゆとりの健康福祉都市をめざして
L

千葉県湖沼水質保全計画
による年平均目標COD値

平成12年1月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖

平成13年1月､月平均COD値
採水場所：手賀沼公園沖

15mg/、
一一一

15mg/0

8.0mg/、

家電製品

エアコン

テ レビ

冷蔵庫

洗濯機

金額

3500円

2700円

4600円

2400円

ル
又

一
三
口施

1号炉

2号炉

国の規制値

9年12月-
14年11月

80.0

800

14年12
月以降

5.0

1.0

クリーンセンター
･測定値

11年度

2.6

0.013

12年度

1.3

0.038
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日
・
所
２
月
奉
旦
日
）
皿
時
～
画
内
中
学
生
が
、
保
育
実
習
で
の
体
黄
５
０
０
円
三
フ
ロ
ン
持
窒

時
、
ふ
れ
あ
い
工
房
験
や
発
見
に
つ
い
て
語
り
ま
す
申
電
話
で
商
工
観
光
課
消
聲
指
導

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
駐
主
我
孫
子
市
私
立
幼
稚
園
協
会
、
係
・
内
線
３
２
９

車
場
を
ご
利
用
く
だ
き
い
我
孫
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

抽
選
会
嘔
時
、
分
か
ら
（
時
間
厳
間
湖
北
白
ば
ら
幼
稚
園
垂
（
配
）
２
水
め
ぐ
り
の
旅
バ
ス
見
学
会

守
）
２
１
１
我
孫
子
市
の
水
の
一
生
を
、
旅
し

鐵
茎
睦
壼
高
薑
臺
壽
譽
簔
雲
賎
意
雰
市

（
顕
）
５
５
０
０

鬘
と
福
祉
の
集
い
Ⅳ
で
墓
艤
蕊
霊
歩
鑑
識
誌
撫
に
㈲

日
。
所
３
月
３
旦
土
而
時
弛
分
縫
製
品
、
花
の
苗
、
農
作
物
、
手
織
見
学
先
北
千
葉
浄
水
場
、
手
賀
沼

～
嘔
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）
り
製
品
、
陶
磁
器
等
を
販
売
し
ま
す
。
終
末
処
理
場
ほ
か

内
午
前
…
落
語
三
遊
亭
と
ん
楽
日
・
所
２
月
型
旦
木
）
・
空
日
対
先
着
加
入

ざ
ん
）
、
手
づ
く
り
バ
イ
オ
リ
ン
の
釜
面
時
～
燭
時
、
柏
駅
東
口
ス
カ
持
昼
食

演
奏
イ
プ
ラ
ザ
２
階
入
口
申
電
話
で
商
工
観
光
課
消
費
指
導

午
後
．
・
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
体
操
、
問
同
学
園
實
墾
０
２
０
０

係
・
内
線
３
２
９

灘
灘
騨
繕
鮮
参
加
し
て
》
鑿
堺
霊
識
篝

巽
（
手
づ
く
り
ヶ
‐
キ
と
．
‐
こ
み
ま
せ
ん
か
岫
鰊
奉
一
孵
誌
》
螺
嘔

－
舜
蝶
全

展
示
（
終
且
地
域
の
ポ
ラ
ン
テ
谷
津
の
自
然
に
春
を
探
そ
う
講
師
村
川
浩
一
さ
ん
（
日
本
社
会

イ
ァ
グ
ル
ー
プ
や
心
身
障
害
児
者
施
自
然
観
察
調
査
観
察
会
事
業
大
学
教
暹

設
・
作
業
所
紹
介
、
我
孫
子
北
地
区
市
内
で
も
数
少
な
い
谷
津
を
歩
き
、
．
※
手
話
通
訳
が
付
き
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
紹
介
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
春
の
訪
れ
問
中
央
公
民
館
社
会
教
育
ゼ
ミ
ナ

主
我
孫
子
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
春
の
七
草
－
ル
冥
聖
０
５
１
５

会
雲
芭
３
４
３
４

や
カ
エ
ル
の
卵
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
桃
の
花
を
い
け
て
ひ
な
祭
り

第
七
回
湖
扇
会
津
鮮
誇
能
雛
禦
噌
纈
萌
測
鴨
罐
）

日
・
所
３
月
４
日
（
日
五
時
如
分
岡
発
戸
・
都
部
の
谷
津
を
歩
い
て
観
所
。
講
師
。
連
絡
先
下
表
参
照

開
場
・
廻
時
開
演
市
民
会
館
察
し
、
皿
時
犯
分
に
集
合
場
所
で
解
対
小
学
校
４
年
生
以
上
大
人
ま
で

蜜
２
０
０
０
円
釜
席
自
由
）
散
予
走
示
雨
実
施
・
荒
天
中
止
（
男
女
を
問
わ
ず
）
、
各
会
場
喧
人

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
竺
堕
１
１
１
１

で
か
け
て
鑑
轍
頚
誌
協
会
右
原

み
ま
せ
ん
か
霄
回
睾
毒
哀
雲
妻

搭
店

ド
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
實
鐇
）
５

賛
８
０
０
円
（
花
材
評
夢
哲
含
む

入
場
券
塞
元
所
平
賀
瞥
店
、
荒
井
※
当
日
の
開
催
は
、
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

ふ
れ
あ
い
工
房

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
バ
ザ
ー

日
時
…
日
、
場
所
…
所
、
内
容
…
内
、
種
目
…
種
、
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
：
・
出
、
対
象
。
定
員
：
・
対
、

町

日
・
所
３
月
３
日
（
土
遍
時
～
妬

時
、
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

内
中
学
生
が
、
保
育
実
習
で
の
体

験
や
発
見
に
つ
い
て
語
り
ま
す

主
我
孫
子
市
私
立
幼
稚
園
協
会
、

我
孫
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

間
湖
北
白
ば
ら
幼
稚
園
愛
理
２

２
１
１

０
０
０
に
電
話
を
か
け
、
続
け
て
８

５
０
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い

対
先
着
犯
人
（
参
加
無
料
）

申
砿
話
で
手
賀
沼
課
手
賀
沼
担

当
・
内
線
４
６
４

男
性
の
皆
さ
ん
、
料
理
、
洗
濯
、

掃
除
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
家

事
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

日
・
所
３
月
ｎ
日
（
日
）
、
時
～
畔

時
、
中
央
公
民
館

対
男
性
、
先
着
加
入

費
５
０
０
円
（
エ
プ
ロ
ン
持
参
）

申
電
話
で
商
工
観
光
課
消
聲
指
導

係
・
内
線
３
２
９

自
立
の
た
め
の
生
活
講
座

日
３
月
空
日
（
金
）
９
時
釦
分
水
の

館
集
合
、
妬
時
犯
分
同
地
で
解
散
予

定
章
で
の
参
加
は
遠
慮
く
だ
さ
心

見
学
場
所
山
階
鳥
類
研
究
所
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
輻
人
（
応
募
多
数
時
は
抽
選

費
釦
歳
未
満
の
方
は
１
０
０
円
、

釦
歳
以
上
は
無
料
（
弁
当
持
参

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

持
参
…
持
、
費
用
…
費
、
申
し
込
み

日
・
所
３
月
４
日
（
日
而
時
弛
分

～
暉
時
犯
分
、
柏
の
葉
公
園
内
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
体
育
館
（
参
加
無
料
）

対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
方
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方
、
．
先
着

１
０
０
人

内
社
会
福
祉
の
一
般
的
・
専
門
的

知
識
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要

な
知
識
・
技
術
を
学
ぶ

※
昼
食
は
王
催
者
が
用
意
、
駐
車
場

料
金
、
交
通
饗
は
参
加
者
が
負
担

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
宛

名
を
明
記
し
、
２
月
空
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
１
１
８
５
６
０
松
戸

市
小
根
本
７
束
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉

課
壷
０
４
７
（
３
６
１
）
４
０
７
７

持
ハ
サ
ミ
、
新
聞
紙
、
ぞ
う
き
ん

申
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
（
開
講
場

所
、
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
）
で
、
２
月
幻
日
（
必

着
ま
で
に
各
講
師
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ

講師(流派）｜連絡先場所市
内
の
公
共
施
設
見
学
会

ふうか

山崎富華(池坊）
根戸近隣
センター

緑2-11-7
(82)3781

久寺家近隣
センター

こうふう

野口香楓(小原流）
久寺家594-5
(82)7969

せんじゆ

海老原千寿(池坊）
天王台北
近隣ｾﾝﾀー

南青山15-8
(84)3767

湖北台近隣
センター

そうしゅう

野村草舟(草月流）
天王台1-15-21
(83)2702

けいしよう

斉藤恵照(小原流）
新木近隣
センター

若松114-4
(83)1645

日
３
月
空
日
（
金
）
～
玉
日
（
月
）
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
ま
す
。
ゴ

集
合
…
廻
時
如
分
市
民
体
育
館
正
面
ミ
は
空
き
地
や
庭
で
燃
や
さ
ず
、
分

玄
関
前
別
し
て
収
集
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

所
山
形
県
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
な
お
、
不
用
に
な
っ
た
家
庭
用
小

対
小
学
校
３
年
生
以
上
の
子
ど
も
型
焼
却
炉
は
、
市
で
回
収
し
ま
す
。

と
そ
の
保
護
者
、
先
着
和
人
回
収
方
法
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

費
中
学
生
以
上
３
万
６
０
０
０
円
、
－
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

小
学
生
２
万
９
０
０
０
円
ま
た
、
事
業
用
ゴ
ミ
の
野
外
で
の

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
郎
剣
年
齢
燃
焼
野
焼
き
）
は
、
法
律
墓
歪

学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
貸
し
ス
き
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
、

キ
ー
希
望
者
は
身
長
・
靴
の
サ
イ
ズ
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
明
記
し
、
２
月
墾
日
（
必
着
）
ま
問
＊
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
實
芭

で
に
緑
２
の
３
の
麺
渡
辺
方
我
孫
子
０
０
１
５
＊
手
賀
沼
課
公
害
対
策

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
雪
空
１
７
３
０
係
・
内
線
５
６
９

：
申
、
問
い
合
わ
せ
。
：
問
、
主
催
。
共
催
：
主

日
・
所
３
月
４
日
（
日
）
廻
時
～
嘔

時
犯
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内
分
科
会
：
。
①
子
ど
も
と
教
育

②
平
和
を
考
え
る
③
介
護
保
険
、

始
ま
っ
た
け
れ
ど
④
ｍ
世
紀
の
農

業講
潭
・
・
子
ど
も
の
さ
け
び
が
聞
こ
え

ま
す
か
講
師
…
栗
村
百
合
子
ざ
ん

（
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

費
６
０
０
円
（
保
育
希
望
の
方
は

別
途
２
０
０
円
の
負
担
あ
り
）

主
我
孫
子
市
母
親
大
会
実
行
委
員

う
す
だ

会
・
碓
田
套
聖
５
６
７
３

合
唱
講
座
・
バ
ッ
ハ
の
合
唱
音
楽

～
そ
の
曲
目
Ｐ
特
長
。
歌
い
方
ｊ

午
後
の
ひ
と
と
き
バ
ッ
ハ
は
い
か
が

日
・
所
３
月
３
日
（
土
）
畔
時
～
嘔

時
、
湖
北
地
区
公
民
館

講
師
山
下
広
之
さ
ん
（
我
孫
子
バ

ッ
ハ
合
唱
団
員
・
衷
異
ツ
ハ
合
唱

団
員
・
塞
異
ツ
ハ
研
究
会
員
）

受
講
料
３
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
我
孫

子
合
唱
連
盟
・
津
田
冥
邑
５
２
５

２
、
皿
（
瓢
）
５
２
５
３

２
月
爽
日
〈
必
着
）
ま
で
に
天
王
台

５
の
６
の
１
０
１
我
孫
子
ガ
イ
ド
ク

ゆ
う
こ
う

ラ
ブ
・
栗
田
有
康
冥
理
５
９
０
７

ｌ

親
子
ス
キ
ー
教
室

第
８
回
我
孫
子
市
母
親
大
会

ゴ
ミ
焼
却
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
が
、
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
家
庭
で
燃
や
す
場
合
も
、

日
・
所
３
月
、
日
か
ら
訓
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
Ｂ
時
犯
分
～
妬
時
、

市
民
プ
ラ
ザ
（
全
４
回
）

費
２
０
０
０
円

対
先
着
犯
人

申
電
話
で
日
曜
随
筆
の
会
我
孫
子

羽
賀
雲
邑
４
５
０
４

。
｛
財
）
吉
田
記
念
Ｚ
天
研
修
セ
ン
タ
ー

中
高
齢
者
テ
ニ
ス
無
料
体
験
教
室

日
初
心
者
：
２
月
空
日
、
３
月
９

日
・
砺
日
・
零
日
の
金
曜
日
超
時
喝

分
～
畔
時
輻
分
経
験
者
…
３
月
３

日
・
五
日
の
土
曜
日
８
時
～
ｍ
時

所
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ

ー
イ
ン
ド
ア
コ
ー
ト
（
柏
市
花
野
井
）

対
初
心
者
…
各
日
先
着
８
人
、
経

験
者
…
各
日
先
着
粟
人

持
運
動
で
き
る
靴
（
初
心
者
に
は

ラ
ケ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
）

申
電
話
で
（
財
）
吉
田
記
念
テ
ニ
ス

研
修
セ
ン
タ
ー
雲
響
３
０
３
０

屋
外
で
コ
ミ
を
燃
や
さ
な
い
で

お
し
ら
せ

初
心
者
の
た
め
の
文
章
教
室

～
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
～

１
日
に
鏡
を
何
回
見
ま
す
か
？
内
容
色
の
効
果
に
つ
い
て
、
自
分

お
し
ゃ
れ
を
し
て
い
ま
す
か
？
に
似
合
う
色
を
探
し
て
、
豊
か
な
表

笑
顔
に
自
信
が
あ
り
ま
す
か
？
情
に
つ
い
て

今
回
の
講
座
は
、
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
対
象
市
内
在
住
の
釦
歳
以
上
の
方

イ
ネ
イ
ト
と
表
情
に
つ
い
て
学
び
ま
で
３
日
間
全
て
受
講
で
き
る
方
、

す
。
何
歳
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
和
人
危
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

暮
ら
し
た
い
と
願
う
方
を
お
手
伝
い
参
加
費
無
料
（
教
材
饗
１
０
０
Ｏ

し
ま
す
。
男
性
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
円
別
途
負
理
・

日
時
。
場
所
３
月
幻
日
（
水
）
、
空
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ
ガ
キ

日
（
木
）
、
零
旦
金
）
い
ず
れ
も
画
時
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

如
分
か
ら
巧
時
犯
分
、
市
民
会
館
を
明
記
し
、
２
月
丞
日
（
必
蓮
ま

講
師
三
浦
浄
挿
乗
ざ
ん
（
カ
ラ
ー
で
に
市
役
所
介
護
支
援
課
生
き
が
い

＆
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
係
・
内
線
４
１
２

『

親
子
で
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
こ

い
の
ぼ
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
３
月
４
日
（
日
）
、
時

‐

可
、
■

き
ら
ら

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
教
室

七
宝
焼
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

学校週5日制関連行事1
垂

ら

聯
講 剴里画模様|…耐情蔵

座
か
ら
応
時
湖
北
地
区
公
民
館

講
師
荻
野
紀
子
さ
ん
（
工
和
会
・

日
本
七
宝
作
家
協
会
会
員
）

対
象
小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
生

ま
で
と
そ
の
保
護
者
、
先
着
巧
組

参
加
費
１
人
５
０
０
円
（
材
料
代

含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

七
宝
焼
教
室
と
明
記
し
、
我
孫
子
１

６
８
４
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
青

少
年
係
實
芭
１
１
５
１

参
加
募

日時・場所2月24日(土)10時から12

時、湖北地区公民館（参加無料）

対象市内小学生、先着25人

持参上履き（運動できる服装で）

申し込み電話で中央公民館冠(82)0515

8
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２
月
嘔
日
か
ら
３
月
喧
日
ま
で
、

平
成
廻
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

と
Ｂ
年
度
の
市
・
県
民
税
の
申
告
の

受
け
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
書
は
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
書
は
自

分
で
記
入
し
、
な
る
べ
く
郵
送
に
よ

る
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、

申
告
書
の
控
え
（
鉛
筆
書
き
不
可
）

と
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
、
税
務
署
へ
送
っ
て
く
だ
き
い
。

市
が
開
設
す
る
市
民
会
館
な
ど
の

会
場
で
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
と
、

す
べ
て
記
入
済
み
の
確
定
申
告
書
の

お
預
か
り
（
税
務
署
へ
回
送
）
の
み

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
や
支
所
の
窓
口
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
あ
び
こ
２
月
１

日
号
を
ご
覧
く
だ
き
い
。

郵
送
先
・
問
所
得
税
の
申
告
…
〒

２
７
７
１
８
５
２
２
拍
市
あ
け
ぼ
の

２
の
１
の
弛
柏
税
務
署
宴
錘
２
３

２
１
市
・
県
民
税
の
申
告
…
市
役

所
課
税
課
・
内
線
３
３
４

※
今
年
か
ら
、
柏
税
務
署
内
の
駐
車

場
と
臨
時
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

罐
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申
告

▲

こ
れ
ま
で
市
街
化
調
整
区
域
で
は
、

昭
和
輻
年
７
月
訓
日
以
前
か
ら
宅
地

で
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
既
存
宅
地
の

確
認
を
受
け
れ
ば
家
屋
等
の
建
築
が

で
き
ま
し
た
が
、
既
存
宅
地
確
認
制

度
の
廃
止
に
伴
い
建
築
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

既
存
宅
地
の
確
認
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
「
都
市
計
画
法
及
び
建

築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
建

の
施
行
日
（
平
成
哩
年
５
月
四
日
公

布
。
施
行
日
は
公
布
の
日
か
ら
１
年

以
内
）
の
前
日
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

経
過
措
置
と
し
て
、
確
認
を
受
け

た
土
地
は
、
自
己
の
居
住
や
業
務
用

の
建
築
物
を
、
法
律
の
施
行
日
か
ら

５
年
以
内
に
建
築
確
認
を
受
け
て
工

事
に
着
手
す
れ
ば
建
築
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
非
自
己
用
の
賃
貸
住
宅
・

事
務
所
等
は
、
法
律
の
施
行
日
の
前

日
ま
で
に
建
築
行
為
に
関
す
る
工
事

に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
宅
地
課
・
内
線
５
４
２

３
月
１
日
（
木
）
か
ら
７
日
（
水
）
ま

で
は
、
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
廃
止

建
築
物
防
災
週
間

毎
年
、
火
災
や
地
震
、
が
け
崩
れ

な
ど
の
災
害
に
よ
り
、
建
築
物
の
被

害
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

基
準
を
守
ら
ず
に
造
ら
れ
た
塀
は
、

地
震
の
際
に
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、

人
命
を
も
奪
う
ば
か
り
か
道
路
を
ふ

さ
ぎ
、
避
難
や
救
助
、
消
火
活
動
の

妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。

塀
は
、
正
し
く
造
ら
な
い
と
危
険

で
す
。
正
し
く
造
ら
れ
て
い
な
い
塀

は
、
補
強
す
る
な
ど
安
全
性
を
高
め
、

危
険
な
塀
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
建
築
指
導
課
・
内
線
５
２
８

我
孫
子
駅
前
土
地
区
画
整
事
業
の

事
業
計
画
変
更
に
伴
う
縦
覧

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
塑
年
法

律
第
１
１
９
号
）
第
売
条
第
喝
項
の

規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
我
孫
子
都
市
計

画
事
業
我
孫
子
駅
前
土
地
区
画
整
理

事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

期
間
２
月
晒
日
（
金
）
～
３
月
１
日

（
木
）
９
時
～
画
時
（
土
・
日
曜
日
も

実
施
）

所
・
問
都
市
改
造
事
務
所
貧
芭

１
１
７
１

柴
崎
土
地
区
画
整
理
事
華
塞
麺
計
画
の
罐
窒

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
塑
年
法

律
第
１
１
９
号
）
第
醍
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
我
孫
子
都
市
計
画
事

業
柴
崎
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地

計
画
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間
２
月
晒
日
（
金
）
～
３
月
１
日

忘れずに納めましょう

引
っ
越
し
前
に
あ
な
た
の
頼
れ
る

引
っ
越
し
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、

次
の
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
関
東
運
輸
局
の
「
役
立
つ
情
報
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

言
ご
茎
三
三
三
ヨ
。
言
里
．
魑
宕
涛
目
さ

○
社
団
法
人
千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

輸
送
相
談
室
垂
０
４
３
（
２
４
７
）

１
１
３
１

日
・
所
２
月
空
旦
木
）
唱
時
如
分

～
暉
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー

内
懇
談
会
（
生
活
の
こ
と
、
心
配

ご
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
）
、

リ
ウ
マ
チ
体
操
才
ス
に
か
け
た
ま

ま
で
き
る
体
操
）

費
２
０
０
円

問
淵
鮮
霊
５
７
８
３

－

（
木
）
９
時
～
灯
時
（
土
・
日
曜
日
も

実
施
）

所
消
防
本
部
３
階

問
区
画
整
理
課
・
内
線
５
５
４

痴
ほ
う
に
閏
す
る
医
療
相
談

「
痴
ほ
う
症
状
が
あ
る
が
ど
こ
に

受
診
す
れ
ば
よ
い
か
」
「
最
近
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
が
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
」
な
ど
、
痴
ほ
う
の
方

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の
疑
問
に
、

専
門
の
医
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
・
所
２
月
型
日
（
木
逼
時
犯
分

か
ら
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
相

談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
瞳

担
当
橋
爪
敏
彦
医
師
（
塞
皐
慈
恵

会
医
科
大
学
付
属
柏
病
院
併
設
老
人

性
痴
呆
疾
患
セ
ン
タ
ー
）

費
無
料

申
電
話
で
介
護
支
援
課
介
護
サ
ー

ビ
ス
係
貧
延
１
４
１
１

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

｜
ｉ
掴
（
開
）
５
０
０
０
－

勵
眺
刷
剛
凧
肺
舸
州
一

引
っ
越
し
に
お
役
立
て
を

リ
ウ
マ
チ
の
会

内
①
災
害
発
生
時
の
救
護
・
情
報

収
集
活
動
。
通
常
時
は
各
種
防
災
訓

練
・
研
修
会
な
ど
防
災
知
識
と
技
術

の
向
上
に
努
め
る
②
夏
期
海
水
浴

場
で
海
浜
救
護
（
応
急
手
当
）
活
動

対
身
体
が
強
健
で
、
赤
十
字
救
急

法
救
急
員
・
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
資

格
の
あ
る
方
（
入
団
ど
の
資
格
取
得

で
も
歓
迎
し
ま
す
）

申
。
問
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支

部
組
織
普
及
課
套
０
４
３
（
２
４
１
）

７
５
３
１

留
学
先
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
あ

る
国

期
間
。
奨
学
金
１
年
間
・
・
・
２
万
５

０
０
０
ド
ル
、
２
年
間
…
２
万
４
０

０
０
ド
ル

対
大
学
２
年
を
終
了
し
、
留
学
希

成
田
緯
（
塞
寒
子
§
成
田
閏
一
に

〃
愛
称
“
を

成
田
線
複
線
化
促
進
期
成
会
で
は
、

夢
が
あ
っ
て
長
く
親
し
ま
れ
る
成
田

線
（
我
孫
子
～
成
田
間
）
の
〃
愛
称
毎

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

選
考
基
準
◎
夢
の
あ
る
愛
称
◎

覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す
い
愛
称

発
表
３
月
下
旬
の
予
定

※
採
用
作
品
に
は
名
付
け
親
の
認
定

書
と
賞
品
を
贈
呈
。
最
優
秀
作
品
の

著
作
権
等
は
期
成
会
に
帰
属
し
ま
す

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
愛
称
、
そ

の
理
由
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
２
月

墾
日
（
消
印
有
遡
ま
で
に
市
役
所

成
田
線
複
線
化
推
進
室
「
成
田
線
愛

称
募
集
」
係
・
内
線
２
１
１
二
人

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
ハ
ガ

キ
－
枚
に
愛
称
１
占
灌
記
入
の
こ
と
）

P

壬
塞
県
赤
十
字
特
珠
鍾
謹
奉
仕
団
員

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
国
際
霊
善
蘂
学
生

』

日
月
２
回
心
時
～
、
時
如
分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

費
月
額
１
５
０
０
円

申
電
話
で
田
口
冥
訂
）
０
２
０
９

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

訂
正
広
報
あ
び
こ
２
月
１
日
号
２

面
で
、
生
ゴ
ミ
処
理
器
販
売
店
「
自

然
食
品
の
店
よ
れ
か
わ
」
の
電
話
番

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
、
（
四
一
８
９
５
５
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

日
・
所
毎
週
水
曜
日
、
時
如
分
～

皿
時
娼
分
、
つ
く
し
野
東
急
集
会
所

内
呼
吸
に
合
わ
せ
て
体
と
動
か
す
、

ツ
ボ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

対
、
入

費
月
額
２
５
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

申
電
話
で
船
橋
套
芭
０
３
７
５

た
ん
の
う

望
国
の
語
学
が
堪
能
で
あ
り
、
親
善

使
節
と
し
て
奉
仕
で
き
る
方

締
め
切
り
３
月
訓
日
（
土
）

※
応
募
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
我
孫
子
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
垂
函
（
理
１
７
８
８
ヘ

ジ
昌
一
ア
ユ
ー
ヱ
サ
ツ
カ
ー
会
屋

日
毎
週
土
日
曜
日
と
平
日
１
日

（
曜
日
未
定
）
、
祝
日

所
湖
北
台
東
小
学
校

対
４
月
に
中
学
１
年
生
に
な
る
方

、
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
４
月
１

日
に
選
抜
）

費
月
額
３
０
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

３
月
皿
日
ま
で
に
湖
北
台
５
の
哩
の

脂
原
田
毅
八
郎
垂
圃
蕊
）
９
２
９
８

※
同
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
土
・
日
曜

日
の
申
し
込
み
も
可

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
会
会
舅

ダ
ン
ベ
ル
体
操
の
会
会
員

。

I

成
田
線
（
我
孫
子
～
成
田
間
）
全

線
開
通
１
０
０
周
年
の
記
念
事
業
と

し
て
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
出
店
で
き
ま

す
。
ご
家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
出
店

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
４
月
８
日
（
日
）
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時
犯
分
（
荒
天
中
止
）

場
所
Ｊ
Ｒ
小
林
駅
北
口
駅
前
広
場

出
店
方
法
オ
ー
ト
キ
ヤ
ン
プ
方
式

募
集
数
先
着
１
５
０
店
（
１
区
画

．
・
・
３
ｍ
×
８
里

出
店
料
１
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

法
に
基
づ
い
て
基
準
年
度
（
平
成
哩

年
度
）
の
価
格
を
３
年
間
据
え
置
く

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の

地
価
の
下
落
傾
向
を
考
慮
し
た
特
例

措
置
と
し
て
、
修
正
基
準
に
基
づ
い

て
修
正
し
ま
す
。

成
田
線
開
通
１
０
０
周
年
事
業

難
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

１固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
定
資
（
水
）
午
前
８
時
如
分
か
ら
午
後
５
時

産
の
課
税
状
況
、
評
価
額
等
が
登
録
主
・
日
曜
日
、
休
日
を
除
く
）

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
平
対
象
者
平
成
画
年
１
月
１
日
現
在

成
喝
年
度
の
固
定
資
産
税
都
市
計
で
土
地
、
家
屋
等
の
固
定
資
産
を
所

画
税
が
決
定
き
れ
ま
す
。
有
き
れ
て
い
る
方
お
よ
び
所
有
者
の

課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
あ
ら
か
じ
代
理
人
（
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任

め
そ
の
登
録
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
状
が
必
要
）

く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
場
所
・
問
い
合
わ
せ
課
税
課
税
政

期
間
３
月
１
日
（
木
）
か
ら
迦
日
係
・
内
線
３
３
８

'平成13年度

固定資産（土地）
|の評価額を修正
▼13年度土地評価額の修正率(％）

。
ｕ
皿
マ
＃
渉
轡
峠
魑
禧

固
定
資
産
の
評
価
額
は
、
地
方
税

※
販
売
で
き
な
い
も
の
医
薬
品
、

法
律
に
違
反
す
る
品
物
、
飲
食
品

主
催
成
田
線
複
線
化
促
進
期
成
会

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
封
書
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
使
用
自

動
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
主
な
販
売
品
を

明
記
し
、
返
信
用
の
封
筒
（
宛
名
を

記
入
、
如
円
切
手
を
貼
っ
て
）
を
同

封
し
、
３
月
喧
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
１
１
１
９
２
（
住
所
省
略

可
）
市
役
所
成
田
線
複
線
化
推
進
室

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
募
集
」
係
・

内
線
２
１
１

修
正
率
は
、
皿
年
度
の
評
価
替
え

の
基
準
日
汀
年
１
月
１
旦
か
ら

哩
年
７
月
１
日
ま
で
の
地
価
の
変
動

率
か
ら
、
用
途
地
区
ご
と
に
求
め
ま

す
。
（
右
表
参
照
）

問
い
合
わ
せ
課
税
課
土
地
調
査
係

内
線
３
３
９

臺
雲 ※12年基準年度価格×修正率

＝13年度の評価額

－

’
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－

エ

項 目

介護保険料第9期

固定資産税第4期

国民年金(払込期限）

国民鬮烹保険税第9期

水道料金

下瀧難韻担錦4期

納期限(口離調

2/28(水）

2/28(水）

2/28(水）

2/28(水）

2/26(月）

2/28(水）

ー

用途地区等

普通商業地区

併用住宅地区

普通住宅地区

大工場地区

調整区域

我孫子地区

天王台地区

湖北地区

布佐地区

我孫子駅南北地区

その他の地区

修正率

89.24

81.78

84.12

84.55

89.24

83.52

87.36

89.18

88.27



200,2,6(4)おび 《
》

昨
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
古
利

根
公
園
〃
自
然
観
察
の
森
勿
で
は
、

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

よ
っ
て
、
豊
か
な
生
態
系
を
め
ざ
し

た
森
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
募
集
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

「
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

現
在
約
和
人
。
毎
月
１
回
（
第
２
土

曜
且
の
活
動
日
に
は
、
常
時
、
人

垂 … あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
森
づ
く
り

合0旨連盟団員募集 申し込みは各連絡先へ
■6

’合唱団名(構成）。連絡先

AYCL「アイクル」（混）
塚原TEL(88)7905

葦笛（女）

瀬川TEL(88)9376

あびこエコーズ（女）
平井TEL(84)2309

|我孫子市民合唱団(混）津田TEL(84)7965

練習日時

毎月第1．3日曜日
10100-12100

毎週火曜日
10100-12:00

毎週月曜日
10:00-12:00

鯛:鯛↑8:00-20'3‘
毎週金曜日

14:00-16:00

毎週土曜日
14;30-16;30

毎腺1’3土曜日19:00-21:00
毎月第2,4日曜日16;00-18:00

毎週木曜日
10100-12:00

毎週土曜日

練習場所

湖北台西小地
域交流教室

湖北台市民セ
ンター

か
ら
知
人
が
集
ま
り
、
枯
れ
木
の
処

理
、
サ
サ
刈
り
、
枝
落
と
し
等
の
植

生
管
理
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
察
路
づ
く
り
や
観
察
会
、

手
作
り
の
樹
名
板
付
け
な
ど
の
活
動

も
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
公
園
の
東
側
の
市
有

地
、
約
１
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
活
動

範
囲
に
入
れ
、
将
来
的
に
は
落
葉
広

葉
樹
中
心
の
多
様
な
生
き
物
と
ふ
れ

あ
え
る
、
豊
か
な
森
に
し
て
い
く
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
市
民
参
加
の

取
り
組
み
を
市
内
全
体
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
方
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

き
い
。

問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
・
内
線

５
４
４
画
（
露
）
４
３
２
９

高橋バレエス
タジオ（栄）

根戸近隣センター
天王銚碓ｾﾝﾀー

|我孫子童謡を歌う会(女）前原TEL(84)6361

天王台北近隣
センター

口
我孫子バッハ研究会合唱団(混）

清水TEL(87)1681
我孫子栄光教
会（中峠台）

慈紘保育園
（湖北台）

アンサンブル。レオーネ(男）
山下TEL(88)1673

「 地域の防災,防火の担い手
ミューズ（女）

木幡TEL(87)2430
湖北台市民セ
ンター

〆

天王台北近隣
センター

女声合唱団回転木馬（女）
坂井TEL(82)9834 9;30-12;00

消防団訓練を公開
毎週月曜日

10;00-12;00

コール。アムール（女）
森下TEL(88)7260

井手口ホール
（緑1丁目）

、

コール・てが（女）
鈴木TEL(85)5095

毎月第2．4金曜日
13:00-15:00

中央公民館

コール・ピュア（女）
坂本TEL(87)0730

天王台北近隣
センター

毎週木曜日
19:00-21：00

我
孫
子
市
消
防
団
（
飯
田
和
行

団
長
、
団
員
２
５
６
人
）
で
は
、

春
の
火
災
予
防
週
間
（
３
月
１
日

か
ら
７
且
の
一
環
と
し
て
、
各

種
訓
練
を
公
開
し
ま
す
。

当
日
は
市
内
、
の
分
団
と
車
両

が
一
堂
に
集
ま
り
、
手
賀
沼
か
ら

直
接
吸
水
す
る
、
消
防
ポ
ン
プ
を

取
り
扱
う
訓
練
や
、
車
両
に
装
備

き
れ
た
機
械
器
具
点
検
の
ほ
か
、

部
隊
で
行
動
す
る
消
防
団
員
の
礼

式
を
学
ぶ
規
律
訓
練
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
防
火
・
防
災
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
す
る
消
防
団
員
の
真

剣
な
訓
練
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
３
月
４
旦
旦
午

前
９
時
か
ら
、
時
弛
分
、
手
賀
沼

公
園
多
目
的
広
場
雨
天
中
止
）

訓
練
内
容
ポ
ン
プ
運
用
訓
練
、

機
械
器
具
点
検
、
規
律
訓
練

問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
警
防
課

容
（
副
）
７
７
０
１

〈
休
日
・
夜
間
壷
（
型
０
１
１
９
〉

’
’’

混声合唱団「響」（混）
伊勢TEL(59)4465

天王台北近隣
センターほか

毎週日曜日
10:00-12100

ｼﾔｳﾃｲﾝ鴦艶鰯鼎|誉撫丁目誉撫丁目|翻削'吐馴制‘眼，18:00-20f30

１
１

女声アンサンブル蒼（女）
高見TEL(84)5197

毎凋金曜日
13:00-17:00

市民会館ほか

’
布佐南近隣セ
ンター

毎週火曜日
10:00-12100

女声合唱団布佐ポピーズ（女）
岩堀TEL(89)0145

女声合唱団「道」（女）
府賀TEL(84)9820

毎週月曜日
10100-12:30

１
１
柴崎神社参集殿

’
２
月
１
日
か
ら
取
手
市
と
の
間
で

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
相
互
利
用
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
取
手
市
の
施
設

（
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

を
取
手
市
民
と
同
額
で
利
用
す
る
た

め
に
必
要
な
「
市
民
利
用
カ
ー
ド
」

の
発
行
場
所
に
、
市
役
所
市
民
課
が

加
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
で

の
発
行
は
、
２
月
晦
日
以
降
も
継
続

し
て
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
き
い
。

市
民
利
用
カ
ー
ド
の
発
行
場
所
市

役
所
市
民
課
、
各
支
所
・
行
政
連
絡

所
、
市
民
体
育
館
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体
育
課

垂
（
師
）
７
５
５
５

需
需
男
岸
雲
霧

ｉ
ｌ
ｌ

ゞ
一
畠
厩
。
帝
政
雲
絡
所
も
堯
宥
屋
腿
録

言
曹
篁
崇
暮

女声合唱園寺暑蹴胤|至簑重近隣．
毎週木曜日
､0:00-,2;001

’’
井沢剛8脚"|勢苣市民℃

シルバーエコーズ（混） 毎月第2．4月曜日
10100-12100

|版ブﾗ柵､’
プリムラコーラス（女）

安藤TEL(87)2616
毎週水曜日

10;00-12;00
市民プラザほか

※構成…(混)＝混声合唱団、（女)＝女声合唱団、（男)＝男声合唱団
※近隣センターなどの公共施設は、優先的に場所が確保されているものではありません

文芸だより
俳句

竹内．日選

あびこ 短歌

山本寛太選

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日（必着)｡ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270.1192我孫子1858市役所広報室繊

群
れ
抜
け
し
成
人
の
日
の
白
き
鳩

お
ろ
ち

初
日
さ
す
三
河
黒
松
名
は
大
蛇

初
日
記
ド
ラ
マ
の
序
章
め
き
に
け
り

こ
ぞ

占
蒲
の
液
の
断
続
去
年
今
年

切
干
や
娘
の
味
に
こ
た
三
言

必
哩
当
ご
堰
き
り
し
人
の
流
れ
や
初
大
師

故
も
な
く
目
深
に
老
の
冬
帽
子

て
の
ひ
ら
掌
に
豆
腐
一
丁
寒
の
入

ひ
ょ
う
か
さ
ぎ
ん
ノ
、
わ

種
禍
こ
え
耐
へ
た
る
枝
に
山
茶
花
の
た
だ
一
輪
の
白

の
ま
ぶ
し
さ

佐
藤
ケ
サ
エ

つ
い
進
ル
学
も

妹
は
一
緒
に
行
っ
て
と
夫
の
棺
に
テ
デ
ィ
ベ
ア
を
伴

と
し
添
へ
ぬ
東
海
林
涛
和

う
た

ぐ
り
返
し
カ
ラ
オ
ケ
剛
き
て
覚
え
た
き
流
行
歌
覚
え

ら
れ
う
れ
し
か
り
け
り

新
堀
孝
女

い
と
今
？
Ｌ
』
こ

愛
し
く
も
疎
み
し
日
も
有
り
嫁
ぐ
娘
と
過
せ
し
長
き

年
月
い
と
ほ
し

海
老
塚
恵
美
子

た

元
旦
に
賜
ぴ
し
賀
状
の
あ
り
が
た
し
吾
へ
の
は
げ
ま

し
ほ
の
ぼ
の
伝
は
る

青
木
正
子

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
波
ス
ー
と
伸
び
母
ほ
－
と
息
ひ
き

と
り
き
三
日
眠
り
て
小
島
順
也

花
火
と
共
に
二
十
一
世
紀
の
幕
明
く
る
こ
の
百
年
の

平
和
祈
り
ぬ
小
出
礼
子

雲
を
出
で
む
朝
日
を
待
ち
て
得
し
光
に
称
名
お
の
づ

か
ら
声
に
出
で
た
り

三
谷
和
夫

’

一
月
中
旬
に
柴
崎
地
区
の
神
社
や

お
寺
を
訪
れ
る
と
、
シ
ダ
植
物
の
ノ

キ
シ
ノ
ブ
が
境
内
の
石
造
物
や
樹
木

漁
る
ノ
対
せ
い

の
粋
に
着
生
し
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
け
い
は

ノ
キ
シ
ノ
ブ
は
根
茎
を
枇
に
這
わ

せ
、
樹
木
の
幹
や
岩
に
ぴ
っ
た
り
と

張
り
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
古
く
な
つ

か
や
ぶ
き

た
茅
葺
屋
根
な
ど
に
も
、
よ
く
生
え

ノキシノブ
下
田
文
子

中
野
武

川
上
進
也

須
藤
美
恵
子

渋
谷
多
佳
子

有
馬
尚
二

青
山
陽
子

呂
伽
堂
葬
加
雄

(うらぽし科）

葉
の
袈
側
を
見
る
と
、
ツ
ブ
ッ
ブ

も
ち

し
た
も
の
が
丸
い
お
供
え
餅
状
に
集

ま
っ
て
二
列
に
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
・
ワ

れ
は
胞
子
を
つ
く
る
胞
子
蕊
の
集
ま

り
で
す
。
胞
子
が
熟
す
と
胞
子
蕊
は

破
れ
、
胞
子
を
放
出
し
ま
す
。

葉
は
水
分
が
不
足
す
る
と
縮
ん
だ

り
、
丸
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
し
か
し

枯
れ
る
こ
と
は
な
く
、
水
分
を
得
る

と
再
び
も
と
の
姿
に
も
ど
り
ま
す
。

ノ
キ
シ
ノ
ブ
が
着
生
し
た
姿
は
風

情
が
あ
り
、
古
文
に
「
忍
ぶ
草
」
と

か
吾
唱
れ
草
」
の
名
で
登
場
し
ま
す
《

ま
た
常
緑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
い

つ
ま
で
草
」
と
も
呼
ば
れ
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

１
１ 1

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
卿
イ
ン
チ
自
転
車
（
補
助
付

き
）
〈
井
出
貧
翌
３
１
３
９
〉

申
し
込
み
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
き
い
。
な
お
、

コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
赦
申
し
込
み

は
、
篭
話
で
商
工
観
光
課
消
識

指
導
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
き
い
◎

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所

用
品
、
電
気
製
品
、
子
ど
も
用

品
、
学
習
器
具
な
ど
、
主
と
し

て
日
用
雑
貨
等
の
耐
久
涜
費
財

で
す
。
衣
類
？
自
動
車
、
生
き

物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

消
殻
指
導
係
・
内
線
３
２
９

不用品

情報

L

〃

賭
一
人

１
１
１

人口と世語数（2月1日環在）や人口129,161人外国人登録者 757人/m世帯数47,657世帯この広報紙は再生紙を使用しています


